
きっきょうかふく

吉凶禍福
幸福とわざわい。良いことと悪
いこと。

例文: 人生は吉凶禍福が交錯
し、予想できない展開が続く。

かふくとくそう

禍福得喪
災いと幸福、出世して地位を得
たり、失ったりすること。

例文: 仕事では、順調な時も不
遇な時もある。まさに禍福得喪
である。

がっしょうれんこう

合従連衡
国や企業、組織が連合するこ
と。また、その巧みな駆け引
き。

例文: 合従連衡を繰り返す外交
戦略は、武将同士の勢力図を複
雑にした。

りごうしゅうさん

離合集散
離れたり集まったりすること。

例文: 離合集散は、世の常であ
る。

なんこうふらく

難攻不落
守りが固く攻め落とせない。転
じて、思い通りにならないこ
と。

例文: 難攻不落といわれた同僚
のAさんを、ついに口説き落と
した。

ようがいけんご

要害堅固
守りが非常に堅固であること。

例文: 鎌倉は三方を山に囲み、
一方を海に開く要害堅固の地
で、武家政権の拠点となった。

きんじょうてっぺき

金城鉄壁
守りが非常に堅固なこと。

例文: わがチームのゴールキー
パーは金城鉄壁の守りを見せて
くれる。

きんじょうとうち

金城湯池
守りが非常に堅固なこと。

補足: 湯池は熱湯をたたえた堀
の意。

ぜひぜんあく

是非善悪
正しいことと間違っているこ
と。良いことと悪いこと。

例文: SNSでは、是非善悪を考
えて発言することが大切だ。

ぜひきょくちょく

是非曲直
正しいことと間違っているこ
と。

例文: 娘に是非曲直を教え込
む。

りひきょくちょく

理非曲直
正しいことと間違っているこ
と。

例文: 裁判で事件の理非曲直を
明らかにする。

こりつむえん

孤立無援
孤立して助けがないこと。

例文: 乗っていた船は、嵐に遭
遇し孤立無援の状態になった。

こじょうらくじつ

孤城落日
衰退して孤立し、心細い様子。

例文: 彼らの勢力は次第に後退
し、まさに孤城落日の危機に陥
った。

こぐんふんとう

孤軍奮闘
孤立して、一人または少数の味
方のみで懸命に戦うこと。

例文: 彼は異国の地で孤軍奮闘
し、プロジェクトを成功に導い
た。

ぐんゆうかっきょ

群雄割拠
多くの有力者が勢力を張り合う
こと。

補足: 「群雄」は、多くの有力
者を、「割拠」は、それぞれ勢
力を張ることの意。

せいりょくはくちゅう

勢力伯仲
勢力が互角で拮抗しているこ
と。

補足: 「伯仲」は、互角である
意。

かんきゅうじざい

緩急自在
状況に応じ、早くしたり、遅く
したり調節すること。

例文: その演者は音楽に合わせ
て緩急自在に歌声を操った。

へんげんじざい

変幻自在
さまざまに変化し自在に行動す
ること。

例文: 彼のプレゼンは、話し方
も表情も変幻自在で、聞く人を
飽きさせない魅力がある。

りんきおうへん

臨機応変
場所や状況に応じて、適切な対
応をすること。

例文: 面接での予想外の質問に
も、臨機応変に答えられた。

ぜったいごうかく

絶対合格
四字熟語攻略をめざす厳選の
260語。

全問イラスト＆意味&解説付き
でわかりやすく。
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2漢検準2級対策



No. 読み 四字熟語 意味

1 きっきょうかふく

2 かふくとくそう

3 がっしょうれんこう

4 りごうしゅうさん

5 なんこうふらく

6 ようがいけんご

7 きんじょうてっぺき

8 きんじょうとうち

9 ぜひぜんあく

10 ぜひきょくちょく

11 りひきょくちょく

12 こりつむえん

13 こじょうらくじつ

14 こぐんふんとう

15 ぐんゆうかっきょ

16 せいりょくはくちゅう

17 かんきゅうじざい

18 へんげんじざい

19 りんきおうへん

20 ぜったいごうかく

3漢検準2級対策


